
前回の報告（第２２０回例会） 

開催日 平成１６年１０月１３日（水） 

点   鐘  佐 藤 会 長 

ソング  『 君が代  』『 奉 仕の理想  』 

ゲストの紹介 

国際ロータリー第２６４０地区  

 ガバナー   中島治一郎 様(泉大津ＲＣ) 

 ガバナー補佐 田中 良典 様(有田南ＲＣ) 

 

 

 

 

 

 

● 会 長 の 時 間 ●（佐 藤 栄 志 君） 

皆さん、こんばんは。本日の例会ご出席有難うござ

います。今日は、中島ガバナー、田中ガバナー補佐を

お迎えしての公式訪問例会でありますが、我々のクラ

ブにとって、ガバナーを直接お迎えしての公式訪問例

会は、実質初めての経験であります。どうか、有意義

な一日にして頂きたいと思います。   

さて、秋のテレビ番組として、テレビ朝日・ＮＨＫ

が共に忠臣蔵を放送するという事であり、今日は忠臣

蔵について少し話をさせて頂きます。 

播州赤穂・浅野内匠頭長矩は、江戸城松の廊下にお

いて、吉良上野介義央に刃傷に及び、内匠頭即日切腹・

御家断絶、一方の上野介には何の咎めなしという、喧

嘩両成敗という当時の慣習から言えば一方的な片手

落ちの裁断が下されたのでありました。 

四つのテスト 
言行はこれに照らしてから 

１．真実かどうか          ３．好意と友情を深めるか 

２．みんなに公平か       ４．みんなのためになるかどうか 
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職 業 奉 仕 ・ 米 山 月 間 

次回のお知らせ 

平成16年10月27日(水) 第222回 

・卓 話：彫刻家 中 井 由 純 様 

・ソング：「 手 に手つ ない で  」 

本日のプログラム 

平成16年10月24日(日) 第221回 

・移動例会：ボウリング大会 

（於：トークランドボウル） 

・ソング：「 我等 の生業 」 

これに対して、城代家老大石内蔵助良雄を中心とし

た赤穂藩士４６人は結束を固め、様々な困難辛苦を乗

り越え、元禄１５年１２月１４日の夜、吉良邸に討ち入

り､亡君の恨みを晴らすという話であります｡ 

この忠臣蔵の話の中には、いろんな名場面がありま

すが、私が特に好きな場面が２つあります。 

１つは、吉良邸討ち入りを前にして、内蔵助が亡き

主君の未亡人のもとへこの世の最後の挨拶に行く「南

部坂の別れ」であり、もう１つは、本日お話をする場

面であります。 

吉良を討つべく、内蔵助一行はいよいよ江戸へ下っ

ていくわけでありますが、内蔵助の動向は世間もたい

へん注目しており、とりわけ、吉良・上杉両家は警戒

の目で見ていたわけであります。ですから、内蔵助は

本名を伏せ、日野家用人･垣見五郎兵衛と名乗り、江戸

へ向かっておりました。 

そんな内蔵助一行が宿泊していた旅籠に、本物の垣

見五郎兵衛一行が出くわしたわけであります。旅籠に

立っている看板を見た五郎兵衛は、自分の名を語る不

届き者がいるという事でたいへん立腹し、内蔵助の部

屋へ乗り込んでいったのであります。 

赤穂の浪士たちは驚き、うろたえ、右往左往する中

で、ただ一人内蔵助は悠然と構え、五郎兵衛を迎える

のでありました。お互い

「自分が垣見五郎兵衛

である」と主張して譲ら

ず、平行線をたどるわけ

でありますが、「それで

は証拠を見せろ」と問い

詰められた内蔵助は、巻

物を五郎兵衛に手渡し

たのであります。 

相手が偽者である事
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４.ＩＭについて    … 芝毅君に発表して頂く 

５.御坊東ＲＣ合同例会 決算について 

     … 資料通り、承認 

６.会計報告について     … 資料通り、承認 

７.青少年交換について 

 … ホストファミリーだけでなく、メンバー個々の

機会をとらえて学生と交流を持って行く。 

８.青少年交換会計報告    … 資料通り、承認 

９. 社会奉仕委員会事業計画 

 … 千葉山周辺(主に鷲ヶ峰)の清掃 

１１／７(日)１４：３０ インターゴルフ集合 

１５：００～ 作業開始(約１時間)草掃除･ゴミ拾い等 

 → 鎌・手袋等、ご持参下さい。   

○ 例会変更 

１.田辺東ＲＣ：１０／２７(水)  

  → １２：３０～ ガーデンホテルハナヨ 

    １３：００～ （株）紀州民報 （職場訪問）  

２.海南ＲＣ：１０／２０(水) → １２：３０～ 

海南市七山ジョイパック（職場例会）  

● ニコニコ箱の報告 ●  

佐藤栄志君：中島ガバナー、田中ガバナー補佐様、本

日お越し頂き有難うございます。今回の例会が意義

のあるものになる事を願っています。 

上田益稔君：中島ガバナー様、本日はお越し頂き有 

難うございます。 

石田稔君：中島ガバナー様､御訪問有難うございます｡ 

家本欣明君：中島ガバナーさん、田中ガバナー補佐 

さん、本日は有難うございます。鈴鹿Ｆ-１ ＧＰに

行ってきました。台風２２号の為、予選と決勝を１

日で観戦できてラッキーでした。 

森下常一君：中島ガバナー様､本日､お世話になります｡ 

中野康宏君：先日の連休に近江八幡に行きました。 

そこで近江商人の理念として「三方よし」の考え方

を知り感心しました。三方よしとは､「売り手よし、

買い手によし、世間によし」とのことです。 

太田善雄君：来週のボウリング大会、よろしくお願 

いします。 

坂井佐千子君：中島ガバナー様、田中ガバナー補佐様、

御訪問有難うございます。 

下林善信君：中島ガバナー様、田中ガバナー補佐様、 

御訪問有難うございます。 

須佐見勉君：中島ガバナー様、田中ガバナー補佐様、 

御訪問有難うございます。 

田中重造君：ガバナー中島治一郎様、本日は有難うご

ざいます。 

吉水志朗君：本日は、中島ガバナー様、田中ガバナ ー

補佐様、御訪問有難うございます。ガバナーアドレ

ス宜しくお願いします。来週は布教師会の全国総会

を白浜で開催します。その事務局で忙しい日々を

送っています。 

● 出 席 報 告 ● （太田 善雄 委員長） 

・１０／１３  出席率 ９１．３０％ 

（会員数２３名 出席者２１名） 

・前回、修正なし。 

は、本物の当人が最もよく分かっているわけで、五郎

兵衛は証拠の品とはどの様なものかと、半ば興味を

持って巻物を開けてみると、なんとそれは全く何も書

かれていない白紙の巻物でありました。驚いた五郎兵

衛はすぐさま内蔵助を見ると、内蔵助は正座し静かに

目を閉じておりました。 

しばし沈黙の時が流れ、全てを察した五郎兵衛は、

内蔵助の前にひざまずき、「お名前を語って申し訳な

かった。どうかお許し願いたい。」と、深々と頭を下

げるのでありました。 

そんな五郎兵衛に対し、内蔵助は言葉では言い尽く

せないほどの感謝の心を持ちながら、あえてそれをか

み殺し、「わかればそれでよい」というような態度で、

ただ頷くのみでありました。 

「お許し頂きかたじけない」再度頭を下げた五郎兵衛

は､「偽者である事がばれてしまった今となっては、こ

んなものは無用の長物となってしまった。どうかそち

らで適当に処分して頂きたい。」と言って、身分を証

明する本物の巻物を内蔵助に手渡すのでありました。

そして、障子を開け、部屋を出ようとした時、内蔵助

のほうを振り返る事もなく、背を向けたまま、「見事、

御本懐を」とポツリとつぶやき、去って行くのであり

ました。 

五郎兵衛が去るやいなや、目にあふれんばかりの涙

をためた内蔵助は、その五郎兵衛の出て行った方に向

かい、一言も発する事なく、額を畳にこすりつけ、た

だただ五郎兵衛の心遣いに感謝するのでありました。 

ほとんど台詞のない、表情だけによる両者の対談で

ありますが、お互いの心と心のキャッチボールは、言

葉以上の迫力と感動をもって心に突き刺さってくる

場面であります。 

現在の国際化の中で、異なる言語・異なる文化の者同

士が理解しあう為には、１０を伝えるのに、１５も２０

も言葉を尽くさなければならないのも確かな事であり

ますが、その影響かどうか、言語・文化を同じくする日

本人同士のコミュニケーションにおいても、少ない言

葉では意が通じなくなっているように思います。 

かつて日本には、言わず語らずに通じ合う、阿吽の

呼吸、少ない言葉で通じ合う気脈というものがあり、

それが人間関係を濃密に結びつける要素になってお

りました。 

しかし、よくしゃべらなければ分かり合えない、少

ない言葉では意が通じなくなっている状態と人間関

係が希薄になっている最近の傾向とは、何か無関係で

はないように思えてなりません。 

よくしゃべらなくても、多くの言葉を使わなくても

通じ合う、分かり合える関係、そうしたものが有田 

２０００クラブ内に構築できたら素晴らしいなぁ…

と、私は思います。これで会長の時間を終わります。

有難うございました。 

● 幹 事 報 告 ●（上 田 益 稔 君） 

○ 理事会報告 

１.例会プログラムについて  … 資料通り、承認 

２.移動例会（ボウリング大会）について 

… 資料通り、承認 

３.公式訪問・クラブ協議会について 

… 資料通り、承認 

有田２０００ロータリークラブ  会報 
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紹介者の方か

ら色々聞いた訳

ですが、私の質問

には非常に真面

目にきちんとお

答えを頂いたこ

とを今でもはっ

きり覚えており

ます。 

 まず、「ロータ

リーって一体何

ですか？」と聞き

ました。その方は、「一週間に１回ミーティングをす

る。それに出席する事は義務付けられているから、こ

れはぜひ守ってほしい。そして、そこでみんなで楽し

く時間を過ごすから、色々世の中の事を話題にして、

今うちの街ではどういうニーズがあるのかなど、一生

懸命知る努力をして、究極的には世界の平和にも貢

献しようという事で、みんなで話し合って出来る事

からやろうじゃないか、というような事を相談して

いる会です。まぁ突き詰めて言ったら他人に対して

思いやりを大事にしている会、そしてその思いやり

を、普及しようと頑張っている会」と言われました。 

｢出席率は？」僕は社会人になって一年目でありま

すから、非常に気になって聞いたら､「６０％を切っ

たらダメ、首になる。で、自分のクラブにも３０％は

切ってもらったら困る。」と言われました。それ位

だったら、何とか出来るだろうと自分でも思いまし

て、入ろうかなと思ったのです。 

もう一つ、「どういう活動をするのか教えてほし

い。」というのを聞きました。 

「ロータリーには四つの大きな奉仕部門(四大奉仕

部)があって、部門に分かれて皆で色々奉仕しようか

という事です。一つは、クラブ奉仕と言って、皆で一

週間に一回会ってそれを楽しいものにしていこうと

いう委員会です。この部門の目的は、会員が知り合い

を広めることで、知り合いを広める為に色々な仕組

みを考え、実行して行くことなのです。」 

｢二番目には職業奉仕、これはロータリーにしかな

い、ものすごく大事な委員会です。」 

｢何をするのですか？」と聞くと、『職業奉仕』に

は、三つ目的があるという事を言われまして、「あな

たは、あなたのお父さんの職業を代表して入ってき

た人だから、その職業の同業の方々とか、お得意先と

か、従業員にロータリーというのはどんなものか、

ロータリーにはどんな哲学があるか、どんな考えが

あって、何をやっているのかを説明してもらう義務

がある｡」と、おっしゃられました。 

｢二つ目には、あなたの職業の社会における重要

性、どういう価値があるかという事を、ロータリーの

皆様に、そしてロータリーを通して社会の皆様方に

知らせる努力をする必要がある。そういう目的があ

ります｡」 

｢職業奉仕の３つ目は、あなたの職業を価値のある

もの、そして品位のあるものにする努力をしてもら

う。そういう目的もあります。」「その３つが職業奉

仕です。」と教えられました。 

● ガバナーアドレス ● 

国際ロータリー第２６４０地区ガバナー 

中 島 治 一 郎 様 
今晩は。 

クラブを作られて５年目になると伺っております

ので、今日は、その辺のお話をさせて頂きます。 

 私は２５歳の時、泉大津ＲＣに入会致しました。そ

の時は日本で一番若いロータリアンでした。平均年

齢が６２歳位でしたから、私は半分以下でした。どの

ようにして若くしてロータリアンになったかと申し

ますと、その頃にはアディショナル会員というのが

ありました。誰か正会員がおりまして、その方が自分

の代表する職業分類でもう１人加盟してもかまわな

いとおっしゃいまして、その方か、他に推薦人を得

て、理事会が承認すれば、その人を追加で加入できる

という制度でありました。 

 私は親父のアディショナル会員として入会したわ

けです。その正会員がやめると同時にアディショナ

ル会員もやめるという制度であったので、親父がや

める時、同時にやめることになっていたのです。その

頃のガバナーの要請といいますか､「若い人が残って

くれるのはいい事なので、親父さんがやめてもその

まま残ったらいかかがですか。」と言われまして今度

は正会員として残って今に至っているわけです。 

それから４４年目に入り、私は今６９歳です。人生

の半分以上をロータリアンとして少しでも世の中を

良くしていこうと思って過ごしている訳です。今つ

くづく思いますのは、ロータリーに入れて良かった

と思う事です。私は、１９８６～８７年に一度ガバナー

を務めており、１８年ぶりに再登板したわけです。２

回もガバナーをしているからロータリーに入ってよ

かったというと決してそういう訳ではありません。

ガバナーというのは十分大変な役割です。もしかし

たらやらせてもらってなかった方ほうが楽だったか

もしれません。それも含めましてロータリー人生を

十分エンジョイさせて頂いている訳です。 

読まれた方もいらっしゃると思いますが、大学は

日本のを出ていません、アメリカの大学を出ていま

す。４年間向こうで過ごして帰ってまいりましたの

で、日本人としては比較的理屈っぽい男になってお

りました。アメリカ人は小さい頃から議論好きでし

て、盛んに議論を致します。１０人いますと、皆肌の

色は違うし宗教も違う、信条も違います。自己主張し

ないとなかなかそのグループのリーダーになれない

のです。小さい頃から議論をして相手に勝つという

努力を一生懸命します。従いまして、大学で一緒に

なった連中には必ず議論負けをしたものです。 

議論が好きという事は、理屈っぽいという事にな

るのですが、私は日本人としては、理屈っぽい人に

なって帰ってきました。帰ってきてから１年目位に

ロータリーにアディッショナル会員として入会する

ことになりました。ロータリーが何かを知らずに入

会するのは失礼だと思い、紹介された時ずいぶん質

問致しました。スタートの時、やはり納得して入るの

が大事だと思います。振り返ってみて、そういう風に

スタートできたのは良かったと思います。 

有田２０００ロータリークラブ  会報 
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テストは『言行の前に一度それに照らし合わせてみ

る』と書いてありました。口から出してしまう前に、

行動を起こす前にそれに照らし合わせてみるという

のは１コマおけるからこれはいい！そう思った日か

ら実行致しまして今に至っております。 

ロバート・テーラーという人が『４つのテスト』を

使って、あの大不況の時に潰れた会社を何社も復活

させたのです。そういう成功した歴史をちゃんと

持っている生きた言葉であるという事は後でわかっ

た事ですが、なるほど一見やさしい子供っぽいよう

なテストという風に思いましたが、内容は大いにあ

るように思います。これは、年が経るに従い段々味の

ある言葉に思えてくるわけです。『真実かどうか』こ

れは当たり前の話であります。『フェアかどうか』こ

れはそんなに難解な話ではないと思いますが実際は

この２つを常に実行するのは難しいことです。 

 私はロータリーに入り、『４つテスト』の信条を堅

持して、そして大いに努力して、嘘はつくまいと思

い、フェアな事だけをやりたいと思いました。ロータ

リーの例会へ出て、そういった話を皆様として、その

気になって真面目にやろうと浮世へ出て行きます

と、方便的な嘘はつくし、アンフェアな事もやりま

す。次の例会へ出て、大いに反省するわけですが、あ

れだけ『４つのテスト』に従おう思ったのに､「やっ

てしまったなー」とロータリーの例会の中で反省し

て、次の一週間は真面目にやろうと再び浮世へ出て

行くのですが、又やってしまうわけです。 

 しかし、段々真実を守れない事が気持ち悪くなっ

て来て、真実を貫くことに徹するようになりました

し、フェアも同じでありました｡『４つのテスト』と

いう規範を心に掲げてなかったらずいぶん間違った

方向に行ってしまったのではないかと思います。私

にとって非常にプラスになって来た訳です。 

 そして「みんなのためになるかどうか」は非常に味

のある言葉だと、段々年をとるにつれて思うように

なりました。    

最近テレビにペコペコ頭を下げて謝る大企業の経

営者がよく出ます。彼らにとりまして『みんな』とい

うのは、おそらく、自分の会社の社員と、精々得意先

や株主ぐらいが『みんな』だと思います。大企業の経

営者というのはもっと社会に対しての責任感が旺盛

でないといけないと思います。彼らにとっての『みん

な』は、もっと広い範囲の『みんな』でなければなら

ないと思います。彼らの中にはロータリアンもたく

さんおりますが、もし『４つのテスト』を若い時から

信奉していて自分のものにしていたら、もっとたく

さんの人を『みんな』と捉えたと思います。 

人間の甲斐性というものは、『みんな』が多ければ

多いほど甲斐性があるという事になると私は思いま

す。自分ひとりの面倒しか見られない人、いわば極端

に小範囲の『みんな』、誰も他人が入らない自分独り。

それで家族だけの面倒が見られる人は家族だけが

『みんな』、近所の人の面倒も見られたら近所の人も

含めてが『みんな』、町全体の面倒を見られたらその

範囲が『みんな』、国民全体が『みんな』と思えれば、

これはかなり大きな人物という風に『みんな』の大き

さが甲斐性だと思います。この「みんなの為になるか

｢社会奉仕というのが、その次であなたの住んでい

る街を住みよい街にするという努力をするのが目的

です。」 

それは､私も難しくなく出来るだろうと思いました｡ 

｢最後は国際奉仕で、これはあなたには、ものすご

くやりやすいと思う。国際的なお付き合いを通じて、

平和の増進をはかる、大きな事を言っても仕方ない

から、色々なプログラムがあるから、それを一生懸命

してくれたらいいのです。それは、世界平和のため国

際的に相互理解を深めるということを目的として、

活動する部門です。」といわれました。 

こういう風に目的をきちんと聞いてから入った。

これも良かったと思います。今から考えますとロー

タリーの『綱領』という表現で載っていますが、『綱

領』は、日本語の表現としては難しいのではと思いま

す。英語では『オブジェクト』となっておりまして『目

的』と言う意味なのです。私に色々説明してくれた方

はもう亡くなられましたが､『綱領』という難しい言

葉をお使いになりませんで､「それぞれの目的はこう

です｡」というように解説して頂きました｡ 

｢それで､『職業奉仕の中で同業者やお得意先や従

業員に色々なロータリーの哲学を伝えないといけな

い。』と言われましたが、「ロータリーの哲学ってど

んなものですか？どんな風につたえるのですか？」

｢ロータリーは色々な宝物を持っています。それを上

手に同業者、従業員に伝えてほしい。私たちは『決議

２３－３４』というのを持っていて、これは大事な哲学

です。人間誰でも自分が一番大切だと思っているわ

けですが、自分の利をはかることは少し抑えて、他人

の利をはかる事を併せて考えないとダメ、これは難

しいことですが、この『利己と利他の調和を図る』、

それがロータリの哲学です。」と教わったのです。こ

れは、ロータリーの存在理由の真髄をついていると

思います。 

皆様方も有田２０００ＲＣをお作りになって、創立

会員として名を連ねられておられるわけですが、平

均年齢をみますと、５０歳！これは本当にうらやま

しく思います。私、今日は５２番目のクラブ公式訪問

ですが、平均年齢としては断トツに若いです。その若

いエネルギーで「この地域社会を住みよいところに

するために何かやってやろう！」という風に若い皆

さんが全員参加の形で何かを考えられて、目的達成

の為に、「やってやろうじゃないか。」と思われたと

きには、チームワークも一体感も出てくるでしょう

し、他から見ても羨ましいような存在になられるに

違いないと思います。 

創立５年のクラブ、平均年齢の若いクラブが、本当

に羨ましい存在であると思います。皆様方は御自分

ではそうは思わないかもしれませんが、傍目にはそ

う見えるわけです。ぜひ傍を羨ましがらせるような

ご活躍を期待したいと思います。 

「他の宝物とは？」と聞き、その人に教えていただ

いたのは『４つのテスト』です。 

これは今でも自分の心の中の規範として持ち続け

ています。私は、２５歳の頃には走りながら物を考え

て、着いたら実行するという慌て者でした。失敗もお

そらく随分するだろうと思っておりました。４つの
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た。しかしながら、その自分の町に学校に行かない不

登校の生徒が何人いるか知らなかったのです。誰一

人として答えられなかったのです。私も非常に恥ず

かしい思いをしました。言っている事としている事

が違うではないかと思いました。｢不登校の生徒の数

も知らないで何が社会奉仕だ！」と思いました。非常

に恥じ入りまして、校長先生に不登校の生徒は何人

ですかと問うと､「１０８人います。」と言われ、皆驚

きました。校長先生に｢その１０８人を減らす協力を

したいと思いますが、なにが出来ますか？」と尋ねま

した。校長先生は待っていたように「一番して頂きた

いのは、皆さんの職場で生徒を預かってほしい。子供

達は世の中を生きて行くのは非常に簡単と思ってい

るので、どれだけ大変な事をして皆が生活している

かというのを知らせてほしい。単に預かるだけでは

なく社長さんが必ず子供にどんなに苦労してこの仕

事をしているか、その報酬がどれだけのものか等を

子供にはっきりと言ってやってほしい。」と言われま

した｡「一体何人面倒見たらよろしいのですか？」と

聞くと､「中学校２年生全員です。」と言われました。 

｢３校の２年生全部といいますと、ロータリーは 

６０人しかいませんから、とても全員は無理です。商

工会議所の方々に協力していただいて努力してみま

す。」と時間を頂きました。商工会議所に相談しまし

たところ「やりましょう。」ということになりました。

ちょうど話を伺ってから３ヶ月位で実行しました。

２年生の生徒を全員預かり、経営者に苦労話を彼等

にしてやって欲しいとお願いしました。これが非常

に子供たちに感銘を与え、彼らも初体験で驚いた様

子でした。先生が生徒たちに体験記を書かせてくれ

ました。その中で「今までは世の中を甘く見ていたが

大変だという事が分かった」等の内容が書かれてあ

りました。その体験記を全ての経営者にフィード

バックしてくれました。それを読んだ経営者の皆さ

んは非常に感動し､「１日、２日預かってこれだけ皆

に効き目があったのなら毎年やりましょう」という

ことになり、今に至っております。 

 それを見られた学校の先生方が、経営者の方々が

これだけ色々努力をしてくれているのに、私たちは

何もしていないというのは恥ずかしいと言い立ち上

がられた訳です。早速色々な行動を先生方は起こさ

れました。直接的に生徒にあたるということもされ、

親に話をする機会を持ちたいという努力もされまし

た。映画会なども開催されることになりました。いい

映画を生徒や父兄に見せる会というのを始められま

した。３ヶ月に１回開かれました。１日に３,４回上

映しました。夜には共働きの人も来られますので、夜

にも上映しました。大体不登校の生徒の親というの

は共働きです。話の会があるからといっても絶対出

てこない。出てくるのはよい子供の親ばかりです。来

てもらわなくてもいいという人ばかりです。来て頂

きたい親は来てくれません。それで映画会をやり、粘

り強く招きましたら、出てくるようになりました。今

は、その映画会は大流行で１日４回の上映では中々

入りきらないといった具合になりました。活性化し

ております。 

そういうことがありまして世の中が動き出してき

どうか」というのを、常に自分の規範として持ってお

りますと、やはり自然に大きな『みんな』になって行

きます。これは人生におきまして非常に大きなプラ

スになると思います。 

そういうことを含めまして、この『４つのテスト』

というものは、馬鹿にならないと思っております。 

今、日本の次の時代を背負う青少年の問題をロー

タリーは随分取り上げています。私にとりましても

大いなる関心事ですが、彼らの心には、きっちりした

規範がありません。私たちの子供の頃には、親の背中

から色々なことが学べました。価値観、事の善悪、そ

ういったものを親の背中から学んで、自分の価値観、

意識、善悪に対する判断力などを養って大人になっ

てい来ました。 

戦後の空白の５０年には、そういう家庭教育もな

ければ、学校でもそういう意味での教育はありませ

んでした。したがって彼らの心には本当に規範があ

りません。これはどうにかしなくてはならないと思

います。私はこの『４つのテスト』さえ何とか彼らの

心に埋め込んでいければ、問題はないのにと思いま

す。これを彼らに伝えていくのは難事業だと思いま

す。至難の業だと思います。しかしせっかく持ち合わ

せたこの『４つのテスト』、何とかロータリーの手で

若い世代に染み込ませていけないかなと思います。

この有田２０００ＲＣで、有田の青少年の心にこの『４

つのテスト』を何らかの形で埋め込んでいってもら

えれば有難いなと思います。 

今、青少年の健全育成のことについてお話が出ま

したので、私の町で青少年の健全育成のことでサク

セスストーリーがございますので、聞いて戴きたい

と思います。皆様方のクラブのように５年目くらい

のクラブになりますと、色々な奉仕活動を実際にさ

れていると思いますが、中々サクセスストーリーと

いうのは出てこないと思います。少々のことをやっ

たところで世の中は動かないと思っている方もい

らっしゃると思いますが、実は動くのであります。そ

して皆様方の地域社会におけるニーズの把握や、そ

のニーズを生かすための努力が、成せば成るのだと

いう風に思っていただける一例になればと思いまし

てお話いたします。 

今から４年半くらい前に私どものロータリーの例

会卓話に中学校の校長先生をお招き致しました。私ど

ものクラブでは地域社会がどうなっているのか知る

ために、月に一度くらいは市長や警察署長さん、消防

署長さん、学校の先生をお招き致しまして、現在そう

いった面ではどうなっているかをお話願うのです｡ 

その時、たまたま３つある中学校の校長会の会長

さんで、３つあるうちの１つの中学校の校長先生を

お招き致しまして、お話をして頂きました。冒頭にそ

の校長先生が､「今この泉大津市で、不登校の生徒が

何人いるか皆様知っておられますか？」と聞かれま

した。皆様方も同じ質問をされたら答えられるかど

うか分かりませんが、私たちは当時６０人弱くらいお

りましたが、誰一人として不登校の生徒が何人いる

か知りませんでした。ロータリーというのは、地域社

会を住み良い所にしようと謳っております。又、その

ように一生懸命努力をしているつもりでありまし
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人増やせば何とかなるが、どうせ増やすなら１０人

増やそうということになりました。今の人数の５割

増しですが、一度２人で１人を探してみようという

ことになりました。今年７月から９月いっぱいくら

い迄で７人増やされました。もう後３人候補者は決

まっておるそうです。最初の目標の１０人集まるこ

とになります。これは、すごいことだと思います。仲

間が増えたこともさることながら、会計が黒字にな

ることもさることながら、絶対無理だと思った計画

が出来た！私たちが力を合わせるとかなりのことが

出来るという達成感を味あわれたのです。これが大

きいのです。そしてその３０人で何かしようとして

おやりになったら、私は必ず成功すると思います。こ

れは、是非皆様方にもご参考にしていただきたいと

思ってお話した訳です。 

グレーン・エステスさんという方が今年度のＲＩ

会長でございますが、その方の方針などをお話しす

るのが主旨だったのですが時間が来てしまいました

ので、それはクラブ協議会の中で追ってお話をして

いきたいと思います。今年はロータリー創立１００

周年目の年になります。次は１００年たたないと来

ないわけでありまして。本当に意義のある年だと思

います。こういう年に皆様方のように若い方々が一

丸となられて何かをやられる、種々と沢山される必

要はないと思います。 

青少年交換の学生を１人預かってもらっていると

いう事を聞きました。これは国際理解を深めるに非

常に意義のあるプログラムです。私も数え切れぬほ

どの生徒を預かってきました。昨年度も預かりまし

て別れ際には感動の涙々でした。非常によいプログ

ラムです。この方を出来るだけ沢山のご家庭でお預

かりになって、良いプログラムであるという事を味

わって頂きたいと思います。彼女が帰り際にはおそ

らく預かられた皆様は涙を流されると思います。 

それ一つでも私は立派なご奉仕だと思いますが、

その他にこの地域社会を住み良い所にする為に少し

でも何かやろうと思われたら、色んな方を講師にお

招きになって町のニーズについて聞かれる事だと思

います。こういうニーズがあるのか、それだったら皆

で手分けしてやろうという事で目標を定められて、

一つでも良いから何かを成功させ、達成感を味あわ

れ、感動されることが大切だと思います。 

御静聴を感謝します。ありがとうございました。 

● 閉 会 点 鐘 ● 佐 藤 会 長 

たのです。先生がその気になるというのは凄いこと

です。段々不登校の生徒が減っていったのです。家庭

教育、学校教育、社会教育が３つそろえて子供の事を

考えだしたのです。そろって何かをしようというこ

とになったのです。やはりこれは大きな成果を生み

ました。この前、教育長に聞きましたところ、ほとん

ど不登校の生徒はいませんということでした。０に

近くなってきたのです。私は、これは大きな動きだと

思います。成せば成るということが分かった先生方

はもっとやる気になります。そして学校が一旦正し

い方に向かうと中々元には戻らず良くなるばかりで

す。好循環し始めたのです。好循環の動きを出すとい

うことは何にとりましても大切な事だと思います。 

皆様方におかれましても、この有田で何か１つ

やってみる。大きなことじゃなくても、何か行動を起

こすことが大切です。行動を起こしてそれを皆が参

加してやる。そして皆で達成感を味わうというのが

非常に大切だと思います。 

｢ロータリーには観客席はない」ということも教え

られました。初めはどういうことか良く分からな

かったのですが、今はよく分かります。ロータリーと

いうところは観客席に座って見たり批評をしたりす

る所ではなく、皆が演じる、皆が参加するという実践

のクラブであります。そして一体感が出てきて、皆で

成功させて、皆でその喜びを分かち合い感動し、また

やろうということになる所です。そういう好循環に

恵まれたクラブを、私は非常に活性化した良いクラ

ブと言えると思います。早い話が、皆様方がこれをお

聞きになりまして２３人くらいでは、何も出来ない、

たいしたお金も集まらないと思われるなら、７人増

やして３０人にすれば良いのです。まずそこから始

める、仲間を増やして、少しは力強いクラブにしよう

と、７人を増やすにはどうすればいいのだろうと、皆

さんで一度考え、手分けして３人位ずつのグループ

で１人探すようにしましょうという風にしてみては

いかがですか。 

実はそのようにして成功されたクラブがあるので

す。田辺はまゆうＲＣです。まだ出来てそう間もない

２０人ほどのクラブです。２０人に減ってしまった

のです。今年度の予算を立てようと思いまして、今年

の地区協議会後に予算をつくりますと、２０人しか

いないので、赤字予算になりました。赤字予算なんて

ロータリーでつくれませんから、どうしようか皆で

相談した結果、仲間を増やそうということになり５
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